The Phonetic Value /p/ of "Ha-column" Moras in Southern Ryukyuan by 内間  早俊
南琉球方言のハ行p音
























































している。したがって、 pS ・ Upの構造そのものがp音を維持するはたらきをしている
と認められる。
すなわち、琉球方言では母音体系の変遷によってもたらされた子音変化がpを固定




ところが近年中本(2008) 、 (2009) 、 (2011) の一連の研究によって琉球方言ハ行p音
が新たに生成された音韻であるという説が出された。
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1-2. ハ行p音再帰説































中央語| ヒ j へ j ハ j ホ j フ
宮古 LJ)~____~ が i PR i pq i al
石垣 pï pi pa pu hu 





































中央語| ヰ ! ヱ j ヮ ; ヲ
宮古 1 b� : bi ba bu 
石垣 1 b� : bi ba bu 
与那国 bi ba bu 
与那国方言の語例を示すと次の通りである。
例)亥 [bi]、酔う [bi:ruN] (古語ではゑふ)、若い [bagaN]、忘れる [batfiruN] 、








中央語| ヨ j ャ j ユ
宮古 ju ja ju 
十ー一一一一ナ F一一一一一一一一一 ..1 例)欲[dugu]、夜[duru]、野菜[d踊ai]，山[dama]、
石垣 ju ja ju 
十一一一γ一一一γ一'.:-....1 湯[du]、夕べ[dubi]など。
















































( i )母音変化が生じる 12C -15Cまで果たして語頭、音が保たれたか。
(ü)語中ハ行転呼音の実態と語頭ハ行音はどのような関係にあったか。
(泌)与那国方言におけるハ行子音体系はどのように成立したのか。























皮 [ka] (かは)、固い [kwaN] (こはし)、腕 [kanna] (かひな)、返し [kaifi] (かへし)、
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ためにウ段音子音が姿を変え、・/やi、やi、相、やu、白/の体系ができあがる。同時にこの母
音変化は内聞 (2004) で示されたように強い呼気を引き起こすこととなり、結果とし
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